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５
月
28
日
㈫
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

浦
和
に
お
い
て
第
13
回
定
時
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
決
算
承
認

に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、
異
議
な
く
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
席
議
決
権
行
使
者
１
０
２
名
、
委
任
状

１
3
０
２
名
）

◆
理
事
・
監
事
功
労
者
感
謝
状

細　

渕　

俊　

夫

岡　

田　

康　

右

天　

沼　

誠　

人

矢　

作　

富　

隆

新　

井　

正　

夫

平　

沼　

大
二
郎

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰

【
特
別
表
彰
】　

令
和
５
年
度
に
５
社
以
上
獲
得

埼
玉
り
そ
な
銀
行

埼
玉
り
そ
な
銀
行

埼
玉
り
そ
な
銀
行

武
蔵
野
銀
行

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

岩　

根　

健　

介

牧　

野　

さ
や
か

平　

野　

信　

夫

木　

内　

徳　

雄

【
優
秀
表
彰
】　

令
和
５
年
度
に
１
社
以
上
獲
得

〔
会 

員
・
役 

員
〕

細　

渕　

俊　

夫

山　

下　

圭　

吾

小　

川　
　
　

晃

石　

井　

貴　

朗

井　

川　
　
　

潤

第第
1313
回
定
時
総
会
の
開
催

回
定
時
総
会
の
開
催

感
謝
状
・
表
彰
状
受
彰
者

感
謝
状
・
表
彰
状
受
彰
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

福　

田　

和　

子

外　

處　

秀　

昭

松　

本　

祐　

治

中　

山　

真
理
子

山　

﨑　

政　

次

積　

田　

鉄　

也

中　

村　

達　

一

杉　

本　

浩　

一

里　

中　

宗
一
郎

五
十
嵐　

政　

輝

西　

巻　

武　

志

首　

藤　

和　

彦

新　

井　

清　

孝

宮　

里　

政　

樹

本　

橋　

岳　

晴

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
〕

埼
玉
り
そ
な
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

武
蔵
野
銀
行

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

埼
玉
縣
信
用
金
庫

飯
能
信
用
金
庫

川
口
信
用
金
庫

川
口
信
用
金
庫

横　

島　

千　

恵

和
賀
井　

和　

美

浦
和
区
支
部

浦
和
区
支
部

浦
和
区
北
支
部

緑
区
支
部

桜
区
支
部

中
央
区
支
部

浦
和
中
央
支
店

北
浦
和
支
店

与
野
支
店

浦
和
支
店

浦
和
支
店

南
浦
和
支
店

与
野
支
店

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

浦
和
区
支
部

管
轄
外
支
部

浦
和
区
支
部

浦
和
区
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

緑
区
支
部

緑
区
支
部

南
区
支
部

南
区
支
部

南
区
支
部

南
区
支
部

桜
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

管
轄
外
支
部

管
轄
外
支
部

東
浦
和
支
店

東
浦
和
支
店

武
蔵
浦
和
支
店

北
浦
和
支
店

与
野
支
店

白
鍬
支
店

南
浦
和
支
店

西
堀
支
店

大
間
木
支
店

大
久
保
支
店

大
東
支
店

北
浦
和
支
店

さ
い
た
ま
中
央
支
店

与
野
支
店

大
宮
支
店

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社



山　

内　

扶　

希

門　

田　

彩　

夏

小　

野　

ゆ
み
子

土　

屋　

樹　

生

林　
　
　

建　

太

伊　

藤　
　
　

諒

㈱
ノ
ッ
ト
イ
コ
ー
ル　

羽　

田　

勇　

紀　

㈱
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

増　

田　

友　

弘　
　

㈱Zum
Licht　

左　

藤　

正　

道

　
会
社
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱　

菊　

池　

裕　

一　

　Goddard

㈱　

冨　

田　
　
　

孝　

メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
保
険
㈱　

鮎　

川　

秀　

樹　

㈱
リ
ベ
ロ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン　

髙　

橋　

義　

晃　

　
◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
紹
介

鈴　

木　

久　

雄

年
間
収
入
保
険
料
対
前
年
比
１
０
０
％
達
成

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進

溝　

口　

惠　

子

久　

松　

み
ゆ
き

牧　

野　

さ
や
か

大　

西　
　
　

遥

小　

柳　

優　

子

横　

島　

千　

恵
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６
月
６
日
㈭
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

浦
和
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
法

人
会
連
合
会
第
11
回
定
時
総
会
並
び
に
創
立

70
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
浦
和
法
人
会
役
員
及
び
浦

和
法
人
会
に
以
下
の
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

【
単
位
会
関
係
】

　

山
﨑　

政
次
（
浦
和
法
人
会
副
会
長
）

　

小
川　
　

晃
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る

　

令
和
５
年
度
表
彰

【
会
員
増
強
単
位
会
表
彰
】

【
福
利
厚
生
事
業
単
位
会
表
彰
】

公
開
講
演
会

公
開
講
演
会

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

大　

熊　
　
　

薫

山　

内　

扶　

希

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進

溝　

口　

惠　

子

横　

島　

千　

恵

野　

口　

好　

枝

林　
　
　

サ
ユ
リ

山　

内　

扶　

希

㈱
ほ
け
ん
ス
タ
ジ
オ　
　
　

山　

本　

雅　

敏　
　

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン　

新　

井　

清　

孝

Ａ
Ｉ
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱
さ
い
た
ま
支
店　

支
店
長　

安　

藤　

善　

朗

会
社
の
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱　

菊　

池　

裕　

一

㈱
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス　

鈴　

木　

康　

男

澤　

田　
　
　

浩

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

仙
台
支
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

中
央
区
支
部

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店　

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
代
理
店

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

来賓祝辞　浦和税務署長　大竹泰彦様

受彰された皆様おめでとうございます

　フリー・アナウンサー　
松下賢次氏にオリンピック秘
話「その時何が起こったか」
とのテーマでお話しいただき
ました。
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♦丸い地球で環境を考える

丸い
地球で環境を考える

　

か
つ
て
高
層
ビ
ル
群
が
立
つ
ま
で
は
、
埼
玉
県
内
か
ら
は
富
士

見
市
、
ふ
じ
み
野
市
だ
け
で
な
く
、
武
蔵
野
台
地
か
ら
普
通
に
富

士
山
が
見
え
ま
し
た
。
晴
天
率
上
位
の
土
地
柄
か
ら
、
眺
望
も
良

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
富
士
登
山
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
富
士

塚
は
埼
玉
県
が
約
３
０
０
基
と
一
番
多
く
、
信
仰
の
対
象
で
も
あ

り
ま
し
た
。
富
士
登
山
は
長
く
女
性
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
１
８
３
２
年
（
天
保
３
）
に
高
山
た
つ
と
い
う
女
性
が
初
め

て
富
士
山
頂
に
立
ち
ま
し
た
。
彼
女
を
先
導
し
た
の
は
、
川
口
市

鳩
ヶ
谷
の
小
谷
三
志
と
い
う
富
士
登
山
の
ガ
イ
ド
役
、
御
師
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
埼
玉
県
人
の
信
仰
に
厚
く
、
進
歩
的
な
心
意

気
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
進
歩
的
な
心
意
気
や
、
好
天
の
多
さ
を
反
映
し
て
、
近

年
、あ
ち
こ
ち
の
水
田
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
石
燃
料
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ

う
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
、
現
実
に
は
自
給
自
足
に
は
程
遠

い
状
況
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
パ
ネ
ル

は
耐
久
年
数
を
越
え
る
と
き
が
き
て
、
い
ち
ど
に
大
量
の
パ
ネ
ル

が
廃
棄
さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
番
組
「
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
」
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
、
過
疎
化
や
限
界
集
落
な
ど
の
人
口
問
題
も
深
刻
で
す
。
埼
玉

県
は
都
道
府
県
別
出
生
率
が
全
国
で
41
位
。
日
本
全
体
と
し
て
は

世
界
に
先
駆
け
て
人
口
が
減
る
こ
と
で
、
今
ま
で
人
の
手
が
入
っ

て
い
た
里
山
の
環
境
が
荒
廃
、
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
農
耕
地
や

牧
草
地
の
土
壌
の
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
態
系

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
鹿
や
猪
の
よ
う
な
野
生
動
物
が
異
常
繁
殖

し
て
、
人
間
の
生
活
圏
に
侵
入
す
る
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

韓
国
や
中
国
で
も
長
寿
化
が
進
み
、
晩
婚
、
晩
産
化
、
そ
し
て

非
婚
に
よ
っ
て
も
出
生
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
や
1
週

間
後
の
天
気
の
将
来
予
測
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

人
口
推
計
は
10
年
、
20
年
後
の
予
測
変
化
は
、
か
な
り
正
確
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
も
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
目
に
み
え
る
効
果
は
ま
だ
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

世
界
的
に
見
る
と
人
口
問
題
に
は
、
大
き
な
偏
り
や
増
減
が
あ

り
ま
す
。
世
界
人
口
の
長
期
的
な
地
域
別
推
移
を
見
る
と
、
人

類
が
狩
猟
採
集
社
会
で
あ
っ
た
１
万
2
千
年
前
は
、
総
人
口
は

５
０
０
万
～
１
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
、
農
耕
社
会
そ
し
て

産
業
社
会
と
移
る
段
階
で
人
口
は
爆
発
的
に
増
加
し
て
、
現
在
は

80
億
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
ア
ジ
ア
中
心
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
８
６
年

に
は
１
０
４
億
３
０
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
減
少
に
向
か

う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
１
０
０
年
に
な
る
と
、
世
界
の
人

口
の
中
で
ア
フ
リ
カ
の
占
め
る
割
合
が
２
０
２
２
年
の
18
％
か
ら

38
％
へ
と
増
加
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
ア
フ
リ

カ
の
経
済
発
展
が
順
調
な
ら
ば
、
ア
ジ
ア
の
世
紀
か
ら
ア
フ
リ

カ
の
世
紀
へ
と
変
わ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、

３
０
０
年
後
に
は
世
界
の
人
口
は
、
ピ
ー
ク
時
の
１
０
０
分
の
1

に
な
る
と
い
う
推
測
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
十
年
は
、
増
え
続
け
る
人
間
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め

に
、
効
率
の
良
い
農
産
物
や
家
畜
を
育
て
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
食
物
連
鎖
に
占
め
る
人
間
・
家
畜
・
農
産
物
の
割

合
が
増
加
し
、
生
物
多
様
性
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
球
環
境
の
僅
か
な
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
り
、
絶
滅
危

惧
種
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
の
栄
養
状
態
が
変
化
し
、
世
界
の
人
の
平
均
身
長
が
伸
び
て

い
る
一
方
で
、
人
は
人
工
林
の
発
生
す
る
大
量
の
花
粉
に
適
応
で

き
な
く
な
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
花
粉
を
家
に
持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
住
ま
い
づ
く
り
な
ど
、
工

夫
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
大
気
汚
染
の
激
し
い
国
で
は
鼻
毛

が
伸
び
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
環
境
に
対
す
る
人
体
の
適
応
能

力
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
問
題
の
予
測
は
つ
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
方
向
性
の
予
測

は
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
、
も
し
か
し
た
ら
人
間

は
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
球
全
体
の
自
然
環
境
の
改
善
や
維
持
よ

り
も
先
に
、
制
御
さ
れ
た
人
工
環
境
の
空
間
内
で
居
住
し
、
地
球

温
暖
化
や
異
常
気
象
、
食
糧
問
題
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地球で人が生き残る
埼玉県環境科学国際センター・総長

東京大学名誉教授

植松　光夫

参考文献
原俊彦「サピエンス減少－縮減する未来の課題を探る」岩波新書、p.180 (2023).
United Nations “World Population Prospects 2022 Data Sources” 
Department of Economic and Affairs, Populations Division (UN DESA/
POP/2022/DC/NO. 9) (2022).

図  世界人口の地域的長期推移
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なぞ解き

明
昌
野
秦

20

路
傍
や
寺
院
の
門
前
に
は
地
蔵
菩
薩
が
似
合
う

　

昔
む
か
し
、
あ
る
所
に
お
爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
が
い
た
。
年
の
暮
れ
と
な
っ
て
、
二
人
は
正
月
用
の

餅
を
買
う
た
め
笠
を
編
み
、
出
来
上
が
る
と
お
爺
さ
ん
が
雪
の
中
を
街
へ
売
り
に
出
か
け
た
。
そ
の
日

は
と
ん
と
売
れ
ず
、
帰
り
の
途
中
、
六
体
の
地
蔵
さ
ん
の
頭
に
雪
が
積
も
っ
て
い
た
の
で
、
お
爺
さ
ん

は
笠
を
一
体
づ
つ
順
番
に
被
せ
て
や
っ
た
。一
つ
笠
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、お
爺
さ
ん
は
自
分
の
被
っ

て
い
た
笠
を
と
っ
て
被
せ
た
。
結
局
、
餅
は
買
え
な
か
っ
た
が
、
お
婆
さ
ん
と
『
よ
い
こ
と
を
し
た
』

と
語
り
合
っ
た
。
翌
朝
早
く
、
外
で
誰
か
が
呼
ん
で
い
る
声
が
し
た
。
眠
い
目
を
こ
す
り
戸
を
開
け
て

み
る
と
、家
の
前
に
撞
き
た
て
の
餅
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
。
驚
い
て
辺
り
を
見
回
す
と
、ち
ょ

う
ど
地
蔵
の
行
列
が
遠
ざ
か
っ
て
行
く
と
こ
ろ
で
、
先
頭
の
地
蔵
は
お
爺
さ
ん
の
笠
を
被
っ
た
地
蔵
さ

ま
で
あ
っ
た
。
著
名
な
昔
話
「
笠
地
蔵
」
で
あ
る
。
こ
の
他
「
送
り
地
蔵
」、「
子
育
て
地
蔵
」、「
縛
ら

れ
地
蔵
」
等
も
よ
く
知
ら
れ
る
昔
話
で
あ
る
。

　

路
傍
や
寺
院
の
門
前
に
は
地
蔵
菩
薩
が
多
く
見
ら
れ
る
。
地
蔵
菩
薩
は
巷
で
も
っ
と
も
親
し
ま
れ
た

仏
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
人
が
亡
く
な
る
と 

そ
の
魂
は
、
天
界
・
人
間
界
・
修
羅
界
・
畜
生
界
・
餓
鬼
界
・
地
獄
界

の
六
界
を
め
ぐ
り
審
判
を
受
け
る
と
さ
れ
る
。「
六ろ

く
ど
う道
輪り
ん
ね廻
」
と
呼
ば
れ
る
。
地
蔵
菩
薩
は
六
道
輪
廻

の
世
界
で
ど
の
世
界
に
も
出
現
し
、
六
界
を
巡
る
魂
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
地

蔵
菩
薩
が
親
し
く
信
仰
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
た
め
寺
の
門
前
に
は
六
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
お
姿
は
立り

ゅ
う
ぞ
う像、
坐ざ
ぞ
う像
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
六
体
の
出
現
先
で
は
、
天
界

に
現
わ
れ
る
「
大だ

い
け
ん
ご

堅
固
地
蔵
」
は
柄
香
炉
ま
た
は
経
典
を
持
つ
。
人
間
界
に
現
わ
れ
る
「
大
だ
い
せ
い
じ
ょ
う

清
浄
地
蔵
」

は
施
無
畏
印
を
結
ぶ
か 

ま
た
は
数
珠
を
持
つ
。
修
羅
界
に
現
わ
れ
る
「
清
せ
い
じ
ょ
う浄
無む

く垢
地
蔵
」
は
合
掌
す
る

か 

ま
た
は
梵ぼ
ん
き
ょ
う篋（
経
典
）
を
持
つ
。
畜
生
界
に
現
わ
れ
る
「
大
だ
い
こ
う
み
ょ
う

光
明
地
蔵
」
は
旗
ま
た
は
如
意
を
持
つ
。

餓
鬼
界
に
現
わ
れ
る
「
大だ

い
と
く徳
清せ
い
じ
ょ
う浄
地
蔵
」
は
与
眼
願
印
を
結
び
宝
珠
を
持
つ
。
地
獄
界
に
現
わ
れ
る

「
大だ

い
じ
ょ
う
ち
ひ

定
智
悲
地
蔵
」
は
宝
珠
と
錫
杖
を
持
つ
。
六
地
蔵
が
一
身
を
分
け 

救
済
の
役
割
を
分
担
し
て
い
る

姿
で
あ
る
（
註
１
）。

　

一
方
、
人
が
亡
く
な
る
と
七
日
目
ご
と
に　

順
次
十
箇
所
の
審
判
所
を
め
ぐ
り
、
生
前
の
善
悪
を

厳
格
に
審
判
さ
れ
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
審
判
所
の
十
人
の
長
官
（
十
王
）
は
如
来
や
菩
薩
な

ど
が
姿
を
変
え
た
も
の
と
さ
れ
る
（
註
２
）。
一
番
目
「
初し

ょ
な
の
か

七
日
」（
七
日
目
）
の
審
判
所
の
長
官
を
秦し
ん

広こ
う

王お
う

と
い
い
、
こ
の
本ほ
ん
ち
ぶ
つ

地
仏
（
註
３
）
は
不
動
明
王
と
さ
れ
る
。「
二ふ
た
な
の
か

七
日
」（
十
四
日
目
）
の
長
官
は

初し
ょ
こ
う江
王お
う

、
本
地
仏
は
釈
迦
如
来
。「
三み
な
の
か

七
日
」（
二
十
一
日
目
）
の
長
官
は
宗そ
う

帝て
い
お
う王
、
本
地
仏
は
文
殊
菩

薩
。「
四よ

な
の
か

七
日
」（
二
十
八
日
目
）
の
長
官
は
五ご
か
ん官
王お
う

、
本
地
仏
は
普
賢
菩
薩
。「
五い
つ
な
の
か

七
日
」（
三
十
五
日

目
）
の
長
官
は
閻え

ん

羅ら

王お
う

、
本
地
仏
は
地
蔵
菩
薩
。「
六む
な
の
か

七
日
」（
四
十
二
日
目
）
の
長
官
は
変
へ
ん
じ
ょ
う成
王お
う

、
本

地
仏
は
弥
勒
菩
薩
。「
七な

な
な
の
か

七
日
」（
四
十
九
日
目
）
の
長
官
は
太た
い

山ざ
ん
お
う王
（
泰
山
王
）、
本
地
仏
は
薬
師
菩

薩
。「
百
箇
日
」
の
長
官
は
平

び
ょ
う
ど
う等
王お
う

、
本
地
仏
は
観
世
音
菩
薩
。「
一
周
忌
」
の
長
官
は
都と

し市
王お
う

、
本
地

仏
は
勢
至
菩
薩
。「
三
回
忌
」の
長
官
は
五ご

ど
う
て
ん

道
転
輪り
ん

王お
う

、本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
と
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、

「
五い

つ
な
の
か

七
日
」（
三
十
五
日
目
）
の
長
官
閻
羅
王
は
、
後
に
地
獄
界
の
最
高
長
官
「
閻
魔
大
王
」
と
な
る
。

そ
し
て
、
閻
魔
大
王
（
閻
羅
王
）
の
本
地
仏
は
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
世
の
暮
し
の
中
で
、

亡
く
な
っ
た
後 

地
獄
の
審
判
で
良
い
裁
量
を
得
よ
う
と
閻
魔
大
王
に
追
善
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
閻

魔
大
王
の
本
来
の
姿
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
へ
も
追
善
を
行
う
こ
と
で 

二
重
の
よ
り
大
き
な
救
済
を
祈
願

し
た
証
が
路
傍
の
地
蔵
菩
薩
信
仰
の
更
な
る
広
が
り
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。　

　

ま
た
、
地
蔵
菩
薩
は 

イ
ン
ド
で
は
大
地
の
恵
み
を
神
格
化
し
た
神
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
母
な
る

大
地
の
守
護
仏
、
子
育
て
・
子
授
け
、
子
供
の
守
護
仏
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
た
。
南
区
の
一
乗
院
門
先 

二
又
の
地
蔵
菩
薩
立
像
は
、
基
壇
に
あ
る
村
名
等
か
ら
広
範
囲
の
地
域
か
ら
の
勧
進
を
受
け
造
立
さ
れ

（
註
４
）、
大
地
の
守
護
仏
で
あ
り
、
土
地
柄
「
水
難
供
養
」
の
伝
承
を
も
持
つ
。
中
央
区
の
赤
山
通
り

沿
い
の
地
蔵
菩
薩
立
像
は
往
来
を
行
く
人
を
見
守
り
、併
せ
て「
子
育
て
地
蔵
」の
伝
承
も
持
つ
。
近
年
、

寺
院
で
は「
水
子
地
蔵
」の
造
立
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、こ
れ
は「
幼
い
子
が
親
よ
り
先
に
亡
く
な
る
と
、

親
を
悲
し
ま
せ
親
孝
行
の
功
徳
も
積
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
三
途
の
川
を
渡
れ
ず
、
賽
の
河
原
で
鬼

の
苛
め
に
遭
い
な
が
ら
、
石
を
積
み
上
げ
塔
婆
づ
く
り
を
さ
せ
ら
れ
る
」（
註
５
）
た
め
、
地
蔵
菩
薩

は
再
三 
賽
の
河
原
に
足
を
運
び
、
鬼
か
ら
子
の
魂
を
守
り
、
徳
を
与
え
、
成
仏
・
再
生
へ
の
道
を
開

く
と
い
う
逸
話
に
原
点
が
あ
る
。

　

地
蔵
菩
薩
は
、
も
っ
と
も
弱
い
立
場
の
人
た
ち
を
率
先
的
に
救
済
、
慈
悲
を
注
ぐ
菩
薩
で
あ
る
こ
と

か
ら
先
人
た
ち
に
数
多
く
造
立
さ
れ
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
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（
註
１
）
六
地
蔵
は
檀
陀
地
蔵
菩
薩
、
宝
珠
地
蔵
菩
薩
、
宝
印
地
蔵
菩
薩
、
徐
蓋
障
地
蔵
菩
薩
、
持
地
地
蔵
菩
薩
、

日
光
地
蔵
菩
薩
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
地
域
に
よ
り
一
定
し
て
い
な
い
。

（
註
２
）
十
王
に
七
回
忌
の
阿
閦
如
来
、
十
三
回
忌
の
大
日
如
来
、
三
十
三
回
忌
の
虚
空
蔵
菩
薩
を
加
え
十
三
王
と

す
る
考
え
も
あ
る
。

（
註
３
）
本
地
仏
と
は
、
日
本
古
来
の
「
神
」
な
ど
も
「
仏
」
の
変へ
ん
げ化
と
す
る
考
え
。

（
註
４
）
浦
和
町
、
与
野
町
、
田
島
村
、
大
久
保
村
、
大
谷
場
村
、
美
女
木
村
、
引
又
村
、
老
袋
村
、
芝
村
、
等
々

二
町
五
十
八
村
の
広
範
囲
な
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
註
５
）
中
世
の
頃
よ
り
、「
一
重
積
ん
で
は
父
の
た
め
、
二
重
積
ん
で
は
母
の
た
め
、
三
重
積
ん
で
ふ
る
さ
と
の
兄

弟
我
が
身
と
回
向
し
て
・
・
・
」
と
い
う
仏
教
歌
謡
『
西
院
河
原
地
蔵
和わ
さ
ん讃
』
等
で
普
及
し
た
。

♦
本
町
東
赤
山
通
り
沿
い
の
（
年
不
祥
）
の
地
蔵
菩
薩
立
像

♦
内
谷
「
一
乗
院
」
門
前
先
の
地
蔵
菩
薩
立
像
（
年
不
祥
）

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
27
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が
家
庭
で
は
さ
い
た

ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い
と
紙
芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老

に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎
日
。
昭
和
50
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教

育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

♦北浦和「廓信寺」の天保十五年（一八四四年）銘の六地蔵立像

♦瀬ヶ崎「東泉寺」（年不祥）の六地蔵坐像

♦本町東「長伝寺」の元禄十一年（一六九八年）銘の閻魔王坐像
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FILE

23

話
題
を
聞
き
解
く

日
本
の
食
文
化
「
箸
」

文
＝
阿
久
戸
嘉
彦

﹇
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
﹈
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

あなたの箸の使い方 自信ある？

箸作り一筋の熟練職人

浅見　知司 さん

［あざみ・ともじ］1943年生まれ。秩父市在住。浅見箸製作所主人。主に秩父連邦に育つ
木を使い、箸や木工製品などを製作している。作業の大半は手作業。熟練の技が生み出す、
機械製品では味わえない素朴さと使いやすさが人気。箸作り教室も手掛ける。

自分だけの箸を作りたい。理想とする形がある

　

円
安
が
止
ま
ら
な
い
。
記
録
的
な
円
安
を

背
景
に
訪
日
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、
１
〜
３

月
の
旅
行
消
費
額
は
四
半
期
ベ
ー
ス
で
過
去

最
高
に
。
春
の
大
型
連
休
で
は
、
海
外
旅
行

を
あ
き
ら
め
た
日
本
人
客
も
加
わ
っ
て
、
混

雑
対
策
に
追
わ
れ
る
観
光
地
や
商
店
街
が
話

題
に
な
っ
た
。

　

円
安
は
日
本
食
ブ
ー
ム
に
も
追
い
風
。
訪

日
観
光
客
に
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
の
人
気
は
う

な
ぎ
上
り
だ
し
、
原
料
や
製
法
に
こ
だ
わ
っ

た
超
高
級
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」
も
売
れ
て
い
る
。

箸
の
お
土
産
が
付
い
て
、
１
杯
３
千
円
も
す

る
ぜ
い
た
く
な
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
話
題
に
な
っ
た
。
物
価
高
に
家
計
を
圧
迫

さ
れ
て
い
る
庶
民
に
は
、
な
ん
と
も
う
ら
や

ま
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
10
年
が
過
ぎ
た
。
登
録
は

２
０
１
３
年
12
月
。
こ
の
間
に
、
海
外
で
は

日
本
食
料
理
店
が
数
を
増
や
し
、
世
界
の
和

食
好
き
の
舌
も
肥
え
て
き
た
。

　

高
級
和
食
に
舌
鼓
を
打
つ
姿
を
尻
目
に
、

彼
ら
の
手
元
な
ら
ぬ
「
御
手
茂
登
（
お
て
も

と
）」
に
目
を
向
け
よ
う
。
今
回
は
、箸
の
話
。

世
界
が
認
め
た
「
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文

化
」
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

　

箸
専
門
の
職
人
が
い
る
と
聞
い
て
秩
父
市

を
訪
ね
た
。
浅
見
箸
製
作
所
の
浅
見
知
司
さ

ん
。
１
９
４
３
年
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
と
同

時
に
家
業
の
見
習
い
に
入
り
、
以
来
60
年
以

上
、
箸
作
り
一
筋
に
生
き
て
き
た
。
今
も
作

業
場
に
立
ち
続
け
る
現
役
の
熟
練
職
人
だ
。

　

箸
作
り
は
、
先
代
が
始
め
た
。「
こ
れ
か
ら

は
箸
屋
だ
。
そ
れ
ま
で
納
豆
屋
だ
っ
た
父
が

あ
る
日
突
然
、
職
人
を
ど
こ
か
ら
か
連
れ
て

き
て
箸
屋
に
な
っ
た
」
と
笑
っ
て
話
す
。
製

造
す
る
の
は
「
木
地
」
と
呼
ば
れ
る
箸
の
原

型
で
、
漆
な
ど
を
塗
る
前
の
白
木
の
製
品
。

最
盛
期
に
は
、
全
国
に
あ
る
漆
塗
り
の
産
地

へ
出
荷
し
て
い
た
。

　

国
の
伝
統
工
芸
品
、
青
森
の
「
津
軽
塗
」。

木
地
に
漆
を
何
度
も
塗
り
重
ね
て
研
ぎ
、
変

化
に
富
ん
だ
美
し
い
模
様
を
生
み
出
す
。
昭

和
30
年
代
、
こ
の
津
軽
塗
箸
の
８
割
を
浅
見

箸
製
作
所
の
木
地
が
占
め
る
ほ
ど
活
況
だ
っ

た
。

　

手
作
り
の
箸
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
っ
た
の
は
、
バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
し
た
こ

ろ
。
機
械
化
が
進
ん
で
、
職
人
が
手
作
り
す

る
木
地
が
売
れ
な
く
な
っ
た
。「
そ
れ
な
ら
、

自
分
だ
け
の
箸
を
作
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」。

　

使
い
や
す
さ
と
、
持
っ
た
と
き
の
心
地
良

さ
を
大
切
に
し
た
い
。
浅
見
さ
ん
が
追
い
求

め
る
理
想
の
箸
の
秘
密
は
、
箸
先
に
あ
る
。

　

箸
先
一
寸
、
先
端
か
ら
３
セ
ン
チ
ほ
ど
の

部
分
を
使
っ
て
食
べ
る
の
が
基
本
。
食
べ
物

を
口
へ
運
ぶ
と
、
箸
は
舌
や
唇
に
必
ず
触
れ

る
。「
そ
の
感
触
や
感
覚
を
大
切
に
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
箸
先
に
滑
り
止
め
の
溝
を
刻
ん
だ

り
し
な
い
。
口
当
た
り
が
良
く
な
い
か
ら
」。

　

材
料
の
木
に
も
こ
だ
わ
る
。
こ
れ
ま
で
に

様
々
な
種
類
を
試
し
、
今
は
ク
ヌ
ギ
と
オ
ノ

オ
レ
カ
ン
バ
を
主
に
使
っ
て
い
る
。「
ク
ヌ
ギ

は
厄
介
で
、
製
材
す
る
と
曲
が
っ
た
り
よ
じ

れ
た
り
し
て
、
よ
く
動
く
。
最
初
は
こ
ん
な

木
で
作
れ
る
の
か
と
思
っ
た
が
、
続
け
て
い

る
う
ち
面
白
く
な
っ
て
、
良
さ
も
分
か
っ
て

き
た
」。

　

オ
ノ
オ
レ
カ
ン
バ
は
シ
ラ
カ
バ
の
仲
間
。

シ
ラ
カ
バ
は
柔
ら
か
い
が
、
オ
ノ
オ
レ
カ
ン

バ
は
名
前
の
通
り
斧
が
折
れ
る
ほ
ど
硬
く
て

重
い
。「
そ
う
い
う
箸
に
は
安
心
感
が
あ
る
」。

　

暖
か
い
地
方
の
人
は
軽
い
箸
を
好
み
、
寒

い
地
方
で
は
重
い
箸
が
好
ま
れ
る
と
い
う
。

「
手
が
か
じ
か
ん
で
い
て
も
、
重
い
箸
な
ら

し
っ
か
り
持
て
る
。
雲う
ん
す
い水
箸
は
、
凍
え
る
冬

場
で
も
使
い
や
す
い
よ
う
に
と
、
特
別
に
太

く
て
重
く
作
っ
て
あ
る
」。

　

実
は
、
こ
の
歳
に
な
る
ま
で
、
自
分
の
箸

の
使
い
方
に
自
信
を
持
て
な
い
ま
ま
生
き
て

き
た
。
使
っ
て
い
る
箸
は
、
持
つ
部
分
は
四

角
い
が
、
先
端
へ
い
く
ほ
ど
丸
く
て
細
い
。

URAWA HOJINKAI 7
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持ち方指南 指先が伸びると美しい

下の箸を親指の付け根と薬指の爪先で固定すると、自然に指先がすっと伸びて美しい

つ
か
み
や
す
い
と
思
っ
て
滑
り
止
め
が
あ
る

も
の
が
好
み
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
浅
見
さ
ん
が
作
る
箸
は

四
角
く
て
ま
っ
す
ぐ
、先
端
は
太
く
て
ぶ
つ
っ

と
切
っ
た
形
を
し
て
い
る
。「
角
が
あ
る
と

し
っ
か
り
つ
か
め
る
。
先
端
が
丸
い
と
滑
り

や
す
く
、
細
い
と
使
い
に
く
い
。
重
さ
も
大

事
」。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
箸
な
ら
ば
、
と
期
待

が
膨
ら
む
。

　

箸
を
正
し
く
使
え
る
人
の
割
合
は
、
30
代

で
３
割
ほ
ど
で
、
年
々
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

箸
作
り
体
験
教
室
で
、
箸
の
持
ち
方
も
指
導

し
て
い
る
浅
見
さ
ん
に
指
南
を
願
お
う
。

　

ま
ず
、
下
の
箸
を
持
つ
。
親
指
の
付
け
根

で
し
っ
か
り
固
定
し
て
、
薬
指
の
爪
先
か
爪

の
生
え
際
で
支
え
る
。
箸
を
親
指
の
付
け
根

か
ら
１
セ
ン
チ
ほ
ど
出
す
と
良
い
。
親
指
を

内
側
に
寄
せ
て
、
上
下
に
は
動
か
さ
な
い
の

が
コ
ツ
。

　

上
の
箸
を
添
え
る
。
つ
か
む
時
は
、
中
指

下
の
箸
が
動
い
て
し
ま
う

自
分
流
が
う
ら
め
し
い

と
人
さ
し
指
を
使
っ
て
上
下
に
動
か
す
。「
箸

の
間
隔
を
２
〜
３
セ
ン
チ
あ
け
る
と
勝
手
が

良
く
、つ
か
ん
だ
食
べ
物
が
逃
げ
に
く
く
な
る
」。

　

実
際
に
試
す
と
、
指
が
す
っ
と
伸
び
て
確

か
に
美
し
く
見
え
る
、
気
が
す
る
。
た
だ
、

上
の
箸
を
う
ま
く
動
か
せ
な
い
、
ぎ
こ
ち
な

い
。
ど
う
し
て
も
下
の
箸
が
動
い
て
し
ま
う
。

身
に
つ
い
た
自
分
流
の
持
ち
方
が
う
ら
め
し
い
。

　

小
学
校
で
箸
の
持
ち
方
を
習
う
の
は
「
６

年
間
で
わ
ず
か
20
分
ほ
ど
」
と
い
う
。
教
え

方
は
、
浅
見
さ
ん
の
流
儀
と
は
逆
で
、
上
の

箸
か
ら
。
ま
ず
鉛
筆
を
持
つ
よ
う
に
箸
を
持

ち
、
そ
の
下
に
も
う
一
方
を
入
れ
て
、
親
指

の
付
け
根
と
薬
指
で
支
え
る
と
い
っ
た
指
導

が
一
般
的
ら
し
い
。

　

あ
れ
か
ら
食
事
の
度
に
、
箸
の
持
ち
方
を

気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
下
の
箸
を
親
指

の
付
け
根
で
し
っ
か
り
固
定
す
る
よ
う
に
意

識
す
る
と
、
上
の
箸
を
何
と
か
動
か
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
。「
日
本

人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
を
守
り
続
け
る
の

は
、
な
ん
と
難
し
い
こ
と
か
。

地元産ウイスキーの樽で作った箸も人気

浅見さんの指南書『箸の使い方』
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社長さん、こんにちは

どんな仕事でも一人前に

有限会社　渡辺貞蔵商店

　　　代表取締役　渡邉　雅俊（わたなべ　まさとし）さん

〜〜〜【プロフィール】〜〜〜

【会社】
創　業：1955 年（昭和 30 年）
所在地：さいたま市中央区下落合６―４―11
概　要：ＬＰガス販売・設計・施工
　　　　一般及び自家用電気設備工事
　　　　空調設備、家電品販売、ウォーターサーバーレンタル販売、

住宅リフォーム、住宅設備機器販売施工を手掛ける

【社長】
1973年（昭和48年）７月16日生まれ、50歳。さいたま市中央区出身。
専門学校卒業後、名古屋市に本社を置く電気工事会社に約７年間務
めた後、祖父と父が起業した渡辺貞蔵商店に入社。2008年（平成20
年）に社長に就任した。
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▼
家
業
を
継
ぐ
転
機

　

26
歳
で
家
業
に
入
り
、
社
員
と
共
に
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か

ら
「
３
代
目
」
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
、
漠

然
と
い
つ
か
は
父
の
仕
事
を
継
ぐ
も
の
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
県
内
の
高
校
を
卒
業

後
、
電
気
の
専
門
学
校
へ
進
み
、
卒
業
後

は
名
古
屋
に
本
社
を
置
く
電
気
工
事
会
社

に
入
社
し
ま
し
た
。
父
か
ら
は
特
に
「
仕

事
を
継
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
は
な

か
っ
た
で
す
ね
。

　

ま
た
、
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
の

私
は
、
父
へ
の
反
発
が
強
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
絵
を
書
き
、
も
の
づ

く
り
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
技
術
系
の
道

に
進
も
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
親
の
敷

い
た
レ
ー
ル
の
上
に
は
乗
り
た
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
、
電
気

工
事
の
現
場
監
督
を
約
７
年
間
経
験
し
ま

し
た
。
東
京
支
店
に
配
属
さ
れ
、
多
く
の

営
業
所
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
関
東
を
中

心
に
た
く
さ
ん
の
現
場
で
働
い
て
き
ま
し

た
。
仕
事
は
忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
現

場
が
完
成
し
稼
働
し
た
時
の
達
成
感
を
経

験
出
来
て
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
に
ガ
ス
の

小
売
り
自
由
化
で
、
新
規
参
入
の
事
業
者

が
多
く
な
り
、
安
売
り
競
争
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
客
様
が
ど

ん
ど
ん
離
れ
て
い
く
状
況
と
な
り
、
父
と

母
が
悩
ん
で
い
て
「
そ
ろ
そ
ろ
帰
っ
て
き

て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
に
家

業
を
継
ぐ
意
思
を
固
め
、
入
社
を
決
め
ま

し
た
。
専
門
学
校
卒
業
後
、社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
は
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
頭
の
片

隅
に
置
い
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

働
い
て
い
た
会
社
の
仕
事
が
嫌
で
家
業
へ

逃
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電
気
工
事
で
一
人
前

に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
仕
事
で

も
自
信
を
持
っ
て
一
人
前
に
仕
事
を
し
た

い
思
い
が
強
く
、
今
も
こ
の
気
持
ち
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

▼
趣
味
で
息
抜
き

　

ガ
ス
の
小
売
り
自
由
化
で
40
年
以
上
、

取
引
を
し
て
い
た
お
客
様
が
離
れ
て
し

ま
い
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
身

を
削
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。
眠
れ
な
い
日

も
あ
り
ま
し
た
よ
。
で
す
が
下
を
向
い
て

い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
事
業

も
展
開
し
て
い
る
の
で
広
く
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ア
コ
ン
設
置
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
幅
広
い
事
業
を

手
掛
け
て
い
る
こ
と
を
既
存
の
お
客
様

や
近
隣
の
お
客
様
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
り
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合
に
も
入

会
し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

電
気
工
事
も
行
い
、
現
在
で
は
小
規
模
の

公
共
工
事
も
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
業
務
の
中
、
お

客
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
頂

い
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
仕
事

を
し
て
い
れ
ば
、
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
す

が
趣
味
で
息
抜
き
を
し
て
い
ま
す
。
年
に

１
、２
回
で
す
が
大
学
生
の
長
男
と
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
み
、
小
学
３
年
か
ら
始

め
た
サ
ッ
カ
ー
で
体
を
動
か
し
て
い
ま

す
。
週
末
は
私
が
卒
団
し
た
与
野
下
落
合

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す

る
２
年
生
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
や
楽
し
そ
う
な
仕
草
を
見

る
と
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
す
。

　

普
段
は
現
場
に
出
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
人
と
接
す
る
こ
と

が
好
き
で
す
か
ら
。
家
業
が
３
代
続
い

て
い
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
関
わ

る
こ
と
が
出
来
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。

現
在
、
大
学
生
と
高
校
生
の
息
子
が
い
ま

す
。
本
人
に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
応

援
し
た
い
で
す
。
家
業
を
継
い
で
ほ
し
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
も
し
家
業
を
継
ぐ

気
持
ち
が
あ
る
と
し
た
ら
、
一
度
会
社
組

織
で
仕
事
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
家
業
か
ら
企
業
へ
と
変

革
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

納
税
は
義
務
で
す
。
会
社
の
利
益
を
上

げ
て
、
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
た
い
。
そ

れ
が
会
社
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
税
の
勉
強
も
し

な
が
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
事
業
展
開
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



URAWA HOJINKAI 11



URAWA HOJINKAI 12



県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2024年6月号より

概況　埼玉県の景気は緩やかに持ち直している

公共工事…3カ月ぶりに前年を上回る

生 産…2カ月ぶりに増加

雇 用…有効求人倍率は前月から上昇

景気動向指数…足踏みを示している

個人消費…

住 宅…2カ月連続で前年を上回る

百貨店・スーパー販売額は
18カ月連続で増加

　2月のCI（コンポジット・インデックス）は、先行指数：104.3
（前月比▲2.6ポイント）、一致指数：76.0（同＋1.2ポイント）、
遅行指数：82.3（同＋1.3ポイント）となった。
　先行指数は2カ月ぶりの下降となった。
　一致指数は2カ月ぶりの上昇となった。
　基調判断となる3カ月後方移動平均は、前月比▲0.60
ポイントと、4カ月連続の下降となった。
　埼玉県は景気の基調判断を、2カ月連続で「足踏みを
示している」としている。
　遅行指数は2カ月連続の上昇となった。

　4月の公共工事請負金額は1,504億円、前年比＋57.6
％と3カ月ぶりに前年を上回った。
　発注者別では、国（同0.0％）は横ばいだったが、県
（同＋13.4％）と市町村（同＋107.6％）、独立行政法人等
（同＋7.9％）が増加した。
　なお、4月の請負件数も934件（同＋11.3％）と前年を上
回っている。

　3月の百貨店・スーパー販売額は1,225億円、前年比＋
5.8％（既存店）と18カ月連続で増加した。
　業態別では、百貨店（同▲0.4％）は減少したが、スー
パー（同＋6.7％）は増加した。
　新設店を含む全店ベースの販売額は同＋5.9％と22カ
月連続で増加した。
　4月の新車販売台数（乗用車）は9,768台、前年比▲
3.0％と4カ月連続で減少した。
　車種別では普通乗用車が6,730台（同＋2.8％）、小型
乗用車は3,038台（同▲13.8％）だった。

　2月の鉱工業指数をみると、生産指数は77.1、前月比
＋5.0％と2カ月ぶりに増加した。
　業種別では、化学、食料品、業務用機械などの13業
種が増加したものの、輸送機械、生産用機械、情報通
信機械など10業種が減少した。
　在庫指数は86.8、前月比＋2.1％と2カ月連続で増加し
た。
　業種別では、その他、電気機械、輸送機械など11業
種が増加したものの、生産用機械、パルプ・紙・紙加工品、
窯業・土石など9業種が減少した。

　3月の新設住宅着工戸数は4,575戸となり、前年比＋
12.1％と2カ月連続で前年を上回った。
　利用関係別にみると、持家が930戸（前年比▲9.4％）
と25カ月連続で減少したものの、貸家が1,830戸（同＋
17.5％）と2カ月ぶりに、分譲が1,814戸（同＋21.3％）と2カ
月連続で増加した。
　分譲住宅は、戸建が1,244戸（同▲3.3％）と3カ月連続
で減少したものの、マンションが549戸（同＋177.3％）と2
カ月連続で増加した。

　3月の受理地別有効求人倍率は、前月から0.01ポイン
ト上昇の1.03倍となった。
　有効求職者数が90,400人（前月比▲1.9％）と、2カ月
連続で前月を下回るなか、有効求人数も93,430人（同
▲0.3％）と3カ月ぶりに前月を下回った。
　新規求人倍率は、前月から横ばいの1.98倍となって
いる。
　なお、3月の就業地別有効求人倍率は、前月から0.01
ポイント上昇の1.18倍であった。
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カ月連続で増加した。
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ポイント上昇の1.18倍であった。
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事業承継・引継ぎに関する支援施策
埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

事業承継・引継ぎ補助金1

　今回は、令和６年度の事業承継・引継ぎに関する支援施策について、補助金と事業承継税制を中心に簡単
に説明します。

　雇用の多くを占める中小企業の生産性向上、持続的な賃上げに向けて、事業承継・Ｍ＆Ａ、グループ化後の
経営革新（設備投資、販路開拓等）や、Ｍ＆Ａ時の専門家活用費用等の支援が目的で、３つの支援枠がありま
す。支援枠の概要は、別表１をご参照ください。
①経営革新枠
　事業承継・M&A後の経営革新（設備投資・販路開拓等）に係る費用が補助の対象です。
　親族内承継実施予定の場合は承継前の後継者も対象となります。また、複数の中小企業を子会社化し、グ
ループ全体の生産性向上のための投資を行う場合、グループ一体として申請できる「グループ申請」を新設して
います。
②専門家活用枠
　M&A時の専門家活用に係る費用（フィナンシャル・アドバイザー（FA）や仲介に係る費用、セカンドオピニオ
ン、表明保証保険料等）を補助します。FA・仲介費用については、中小企業庁の「M&A支援機関登録制度」
に登録されたFA・仲介業者による支援に係る費用のみが補助の対象となります。
③廃業・再チャレンジ枠
　事業承継・M&Aに伴う廃業等に係る費用（原状回復費・在庫処分費等）を補助します。
　廃業・再チャレンジ枠は、経営革新枠・専門家活用枠と併用できます。
　この補助金は、随時募集ではありません。公募期間が定められており、また、事業実施期間が定められていま
す。ご興味のある方は、「事業承継・引継ぎ補助金事務局」のホームページをご参照ください。
　電話での問い合わせにも対応しています（経営革新枠　℡050-3000-3550、専門家活用枠/廃業・再チャレ
ンジ枠　℡050-3000-3551）。

法人版事業承継税制（法人版の特例措置）2
　法人版事業承継税制は、一定の要件のもと、非上場株式等に係る贈与税・相続税の納税を猶予する制度
で、平成30年度に10年間限定の特例措置が創設され、中小企業の円滑な世代交代を通じた生産性向上のた
めに、猶予対象株式数の上限を撤廃するとともに、猶予割合を贈与税・相続税ともに100%とするなど、事業承
継時の贈与税・相続税負担を実質ゼロにする内容となっています。
　コロナの影響が長期化したことを踏まえ、活用の要件となる特例承継計画の提出期限が２年延長となり、
令和８年３月３１日となります。概要については、別表２をご参照ください。

　特例措置は、時限措置になっており、適用期限が設けられています（令和９年１２月３１日までの贈与・相続）。
適用期限まで、あと３年９か月程度となっています。事業承継（役員の変更や株式の移転）が期限内に終わるか
どうかは、後継者の育成など安心してバトンタッチできる下地ができているかどうかが重要なポイントになります。
早期に事業承継対策に着手するとともに、後継者育成に関しても取り組むようにしましょう。
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おわりに3
　事業承継には時間がかかります。早期に着手することをお勧めします。補助金等の活用に関しては、よろず
支援拠点、商工会議所・商工会等にご相談ください。事業承継税制の活用に関しては、税理士等の専門家へ
の相談は必須です。また、制度の概要の説明や、後継者教育に関しては、事業承継・引継ぎ支援センターにご
相談ください。

（別表１）事業承継・引継ぎ補助金の支援枠の概要

経営革新枠 専門家活用枠 廃業・再チャレンジ枠

要
件

補
助
上
限

補
助
率

対
象
経
費

経営資源引継ぎ型創業や事業承
継 （親族内承継実施予定者を含
む）、M&Aを過去数年以内に行っ
た者、又は補助事業期間中に行う
予定の者

補助事業期間に経営資源を譲り
渡す、又は譲り受ける者

事業承継やM&Aの検討・実施等
に伴って廃業等を行う者

店舗等借入費、設備費、原材料
費、産業財産権等関連経費、謝
金、旅費、外注費、委託費、広報費

謝金、旅費、外注費、委託費、シス
テム利用料、保険料

廃業支援費、在庫廃棄費、解体
費、原状回復費、リースの解約費、
移転・移設費用（併用申請の場合
のみ）

1/2・2/3＊
＊中小企業者等のうち、①小規模、
②営業利益率の低下（物価高影
響等）、③赤字、④再生事業者の
いずれかに該当する場合：2/3

買手支援類型：2/3
売手支援類型：1/2・2/3＊
＊ ①赤字、②営業利益率の低下
（物価高影響等）のいずれかに該
当する場合：2/3

1/2・2/3＊
＊経営革新枠、専門家活用枠と併
用申請する場合は、各事業におけ
る事業費の補助率に従う

600～800万円＊
＊一定の賃上げを実施する場合、
補助上限を800万円に引き上げ

600万円 150万円＊
＊経営革新枠、専門家活用枠と併
用申請する場合は、それぞれの補
助上限に加算

（別表２）法人版事業承継税制の概要

一般措置 特例措置（時限措置）

総株式数の最大2/3まで 上限なし

なし
10年以内の贈与・相続等
（2027年12月31日まで）

贈与税100％ 、相続税 80％ 贈与税・相続税ともに
100％

承継後5年間、平均8割の雇用
維持が必要

未達成の合でも猶予継続可能に

複数株主から
1名の後継者に承継可能

複数株主から
最大3名の後継者に承継可能

猶予対象株式数

適用期限

猶予割合

承継方法

雇用確保要件
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新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

日本美装㈱
カールシステムズ㈱
㈱リバティ・ＣＯ・クリエーション
埼玉県議会議員　野本　怜子　
丸山工業　丸山　雄一　
（同）ＡＲＴＳ　ＨＡＩＲ
トータルリハサポート㈱
トンボ歯科クリニック北浦和
㈱ＫＡＮＡＵ-ＬＡＢ
Ｗｉｚ．Ｄ㈱
㈱イノベーション
㈱トウレン
㈱ＳＥ・ＡＧＥＮＣＹ
㈱さくらソリューションズ　
（同）コトブク
柴川架設　柴川　啓輝
㈲阿部設備
関不動産㈱
㈱ＨＣＳ
萬木　伊藤　重幸
㈱Ｔｓａｂａｓａ＆ｉ
山本　健司
㈱ＬＩＶＦＲＥＥ

ビルメンテナンス業
OA機器販売
ソフトウェア業
特別公務員
ボイラー整備業
美容業
その他代替医業
医療業
障害福祉サービス
運送業
建設業
建設業
人材派遣
不動産業
再生可能エネルギーコンサルティング
専門工事
管工事業
不動産業
建設業（アンカー工事）
鰻・天麩羅
不動産業
建設業
不動産業

浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
緑 区
緑 区
緑 区
南 区
南 区
南 区
桜 区
桜 区
桜 区
中 央 区
大 宮 区
西 区
越 谷 市
ふじみ野市

048 -822 -1341
048 -714 -0345
048 -824 -3410
080-6029-8268
048 -884 -3720
090-8966-8164
048 -799 -3329
048 -825 -6500
050-3483-1498
090-7821-5205
048 -799 -3461
048 -789 -6406
048 -717 -3617
048 -811 -1377
050-5328-2772
080-1790-1499
048 -855 -4710
090-2762-0908
048 -711 -6044
048 -788 -3616
048 -783 -3943
090-7418-0352
090-6016-4530

県税からのお知らせ

８月は個人事業税第１期分の納期です。
　８月は個人事業税第１期分の納期です。８月初めに納税通知書をお送りしますので、忘れずに納税してください。
　個人事業税は、スマートフォン決済アプリ（PayPay、au PAY、ｄ払い、楽天ペイ、PayB、ファミペイなど）から納税通
知書の「eL-QR」を読み取って納付することができます。
　また、地方税お支払サイトから、クレジットカードやインターネットバンキングなどの方法での納付も可能です。
　なお、自動車税事務所の4支所（大宮、熊谷、所沢、春日部）の、窓口での現金による納付の受付はできません。スマートフォ
ン決済アプリ、地方税お支払サイトや、コンビニエンスストアでの納付などをご利用ください。
　納税が困難な場合は、お早めに県税事務所へご相談ください。

納税は、安全・便利・確実な口座振替で！
　個人事業税の納税には、口座振替がご利用いただけます。口座振替を利用されますと、納期最終日に金融機関が自動的
に振替納税いたしますので、納期の都度納税に出向く手間も省け、うっかり納税を忘れるといった心配もありません。
　お申込みの手続は、納税通知書に同封されているハガキで簡単に行うことができますので、是非ご利用ください。
　なお、８月末までにお申込みをされた方は、第２期（11月が納期）分から口座振替をすることができます。

　個人事業税について詳しくは、お近くの県税事務所又は県税務課（電話 048・830・2664）へお問合せいただくか、
県税務課ホームページ
「くらしと県税（ＵＲＬ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0209/z-kurashiindex/z-2-4.html）」をご覧ください。
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第11回

　　　　　　　　法人会は税のオピニオンリーダーとして公平で健全な税制の実現や税の啓発・租税教育活動を積極的にすすめる約75万社

の経営者の団体です。また、会員の研さんを支援する各種の研修会やボランティアなど地域に密着した活動を展開しています。

税金は毎日の生活の中でどのように役立っているのかということを小学生の

みなさんに知っていただき、理解と関心を深めていただくために実施いたします。

ぜい きん　　  まい にち　　 せい かつ　　 なか　　　　　　　　　　　　  やく  だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょう    がく せい

　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　  　　　　　  り  かい　　 かん しん　　 ふか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じっ し

（例えば、税金で造られている建物・施設、税金で購入され
る物品、税金で行われている仕事など）

募集内容
1.テーマ

2.応募資格

付属の「専用はがき」または「官製はがき」に氏名等の必要事項
および税に関する絵を描いてご応募下さい。なお、官製はがきの場合、
必要事項をはがき表面に記入して下さい。また、描画素材は問いま
せん。文字や標語などの描き入れも可とします。

〔応募先・お問い合わせ先〕
　〒330-0063　さいたま市浦和区高砂3-17-15
　さいたま商工会議所会館7階
　公益社団法人 浦和法人会　☎048-838-7755
　ホームページ：https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

4.応募方法及び応募先

審査結果（入選作品）は当会ホームページまたは広報誌にて発表す
るとともに当会事務局を通じてご本人または学校に通知いたします。
　なお、優秀作品につきましては公益財団法人 全国法人会総連合
（女性部会）が実施するコンクールに出展します。
★浦和税務署長賞　★さいたま市長賞　★浦和法人会長賞
★さいたま市教育長賞　★さいたま市租税教育推進協議会長賞
★関東信越税理士会浦和支部長賞　他　多数
入賞者には表彰状と副賞の贈呈があります。

5.応募締切

小学生が対象です。

税に関する絵

6.審　　査 全ての応募作品を複数の審査員により
公正に審査を行い選定いたします。

7.表彰・発表

⑴応募作品に関する権利は、ご応募と同時に主催者である法人会に
帰属します。

⑵応募作品の返却はいたしませんので、あらかじめご了承ください。
⑶応募作品は法人会ホームページやパンフレット等への掲載、または
法人会が行う事業において展示することがあります。

⑷応募者の個人情報は入選者等への連絡や表彰状の送付、展示など
「税に関する絵はがきコンクール」事業の実施のためにのみ使用し
ます。

〈主催〉　公益社団法人 浦和法人会 女性部会
　　　　公益財団法人 全国法人会総連合

〈後援〉　国税庁 さいたま市 さいたま市教育委員会
　　　　さいたま市租税教育推進協議会　関東信越税理士会浦和支部

8.注意事項

3.応募点数 児童1人につき1点とします。

2024年 10月 31日（木）

255号の主な記事ご紹介

2024年夏号　No.255（令和6年7月1日発行）　
発　行　所：公益社団法人　浦和法人会／編集発行人：広報委員会
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂３-17-15（さいたま商工会議所会館７階）
TEL 048-838-7755　FAX 048-838-7757
https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

表紙の言葉　「“ちいかわ”な冒険者」 

撮影・文：広瀬　真也

撮影地：自宅（埼玉）

●第13回定時総会の開催
●丸い地球で環境を考える
　地球で人が生き残る
●浦和、与野よもやま話⑳
　路傍や寺院の門前には地蔵菩薩が似合う
●時代を聞き解く　FILE23
　日本の食文化「箸」
●社長さんこんにちは
　どんな仕事でも一人前に
　有限会社渡辺貞蔵商店　代表取締役　渡邉　雅俊　氏
●事業承継・引継ぎに関する支援施策
　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
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　春が終わり、夏が始まろうとする頃に土手や公園、ゴルフ

場などの芝生の中から伸びてくる「ネジバナ」。「ネジリバナ」

や「ネジレバナ」とも言われますが、実はラン科の植物。

小さい花なので気づきにくいですが、とても可愛い花です。

ネジバナをよく見ると、そのねじれ方には個性があります。

右巻き、左巻き、ネジバナなのにねじれないもの、途中で右

巻きから左巻きに変わるのもいます。

　また、この時期はカタツムリの赤ちゃんがたくさん生まれ

る時期でもあります。早速ネジバナの螺旋階段を冒険して

いる強者がいました。がんばれ！

　　



埼玉総合支社


